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【本研究成果のポイント】 
 ◆ 統合失調症において、大脳皮質下領域構造※１のひとつである淡蒼球※２の体積が健常者に比べて大きいことは

既に知られていたが、その健常者との差に、左側優位の非対称性が存在することを新たに発見した。 

 ◆ 大脳皮質下領域における統合失調症の病態メカニズム解明の一助となる。 

 ◆ 動機づけや意欲の障害に悩まれている当事者の方の病態理解や、治療法開発への一歩となる。 

 ◆ 本研究は国内 37 研究機関によるオールジャパン体制で取り組まれたものであり、今後のさまざまな多施設共同  

    研究の推進に大きく寄与するものと期待される。 

 
 概要 
大阪大学大学院連合小児発達学研究科の橋本亮太准教授、東京大学

大学院医学系研究科精神医学分野の岡田直大大学院生、笠井清登教授

らの研究グループは、統合失調症において、大脳皮質下領域に存在する大

脳基底核のひとつである淡蒼球（図１）の体積が健常者に比べて大きいとい

う既知の報告を再現するとともに、その健常者との差に左側優位の非対称

性が存在することを、新たに見出しました。 

本研究成果は、統合失調症における神経回路の左右差の異常を示唆し、

統合失調症の病態解明の一助となることが期待されます。また、大脳基底

核は動機づけや意欲などに関わるとされ、そうした障害により社会生活が

困難となり苦しまれている当事者の方の病態理解や、治療開発への一歩となります。さらに、この発見は日本の 37 研

究機関からなる認知ゲノム共同研究機構（COCORO）による多施設共同の成果として得られたもので、今後のさまざま

な多施設共同研究の推進に大きく寄与するものと期待されます。 

なお、本研究成果は国際的な精神医学雑誌 Molecular Psychiatry の電子版に１月１９日（火）午前４時（米国東部

標準時）に掲載予定です。 

 

 研究の背景 
統合失調症は約 100 人に 1 人が発症する精神障害で

す。思春期青年期の発症が多く、幻覚・妄想などの陽性

症状、意欲低下・感情鈍麻などの陰性症状、認知機能障

害等が認められ、多くは慢性・再発性の経過をたどります。

社会的機能の低下を生じ、働くことが困難で自宅で闘病

する患者も多く、日本の長期入院患者の約 70％が統合

失調症です。大脳皮質下領域は、運動制御や注意・感

情といった原始的な機能のみならず、前頭前野※３と連携

して抑制の制御や作動記憶といった高次の機能にも寄与

する、重要な脳部位です。しかしながら、大脳皮質下領域

本研究成果の論文掲載先 Molecular Psychiatry にて、以下のとおり報道 

解禁設定があります（米国東部標準時 1 月 19 日（火） 午前 4 時）。 
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統合失調症の大脳皮質下領域の特徴を発見 
淡蒼球の体積に左右差がある 

【記者発表：1 月 15 日（金）午後３時～大阪大学医学部臨床研究棟にて】 

 【図２】各皮質下領域における体積差の効果量 d±標準誤差 
   先行発表された海外の多施設共同研究（ENIGMA-SZ）の結果を再現 
 

【図１】大脳皮質下領域構造の MRI 前頭断 



 

における統合失調症の病態のメカニズム解明にあたり、

小規模の研究例が散見されるものの結果が一定していな

いため、大規模な研究による報告が待ち望まれていまし

た。 

橋本亮太准教授は、大阪大学医学部附属病院神経

科・精神科統合失調症専門外来において、認知機能検

査、脳神経画像検査、神経生理学的検査など詳細な評

価を行ってその診断と治療に従事するとともに、そのデー

タを用いた研究を行ってきました。また、その研究を発展

させてCOCOROを組織し、日本を代表する精神医学や神

経科学等の研究機関が同機構に参加するオールジャパ

ンの研究体制を確立しました。 

このたび、COCORO に参加する 11 の研究機関から収集した 1680 名の健常者と 884 名の統合失調症患者の MRI
※4 脳構造画像を比較解析し、統合失調症における大脳皮質下領域構造の体積やその左右差の変化を研究しました。

統合失調症では、両側の海馬、扁桃体、視床、側坐核の体積および頭蓋内容積が健常者より小さく、両側の尾状核、

被殻、淡蒼球、側脳室の体積が健常者より大きく、先行して発表されていた van Erp らによる海外の多施設共同研究

（ENIGMA-SZ）の結果を再現しました（図２）。 

さらに、すべてのデータを解析センターに集積し同一データ処理を行うことにより、海外の先行研究よりも誤差の少な

い高い解析精度を実現し、各構造の左右差についての検討も行いました。その結果、健常群では視床、側脳室、尾

状核、被殻で左側優位、海馬、扁桃体で右側優位であり、淡蒼球、側坐核では非対称性を認めませんでした。統合

失調症群でもほぼ同様の傾向でしたが、淡蒼球体積については、統合失調症における左側優位の非対称性が存在

することを、新たに見出しました（図３）。 

 

 本研究成果が社会に与える影響（本研究成果の意義） 
本研究の結果は、統合失調症における脳内の神経回路の左右差の異常を示唆し、統合失調症の病態解明の一

助となることが期待されます。また、ヒトの疾患で変化する神経回路に関する知見は、基礎脳科学や精神疾患の動物

モデルの作出にも有用な情報を与えます。本研究は、国内の多数の研究機関によるオールジャパン体制で取り組ま

れたものであり、今後のさまざまな多施設共同研究の推進に大きく寄与するものと期待できます。ひいては、統合失調

症のみならずさまざまな精神障害の診断や治療の技術の向上につながり、精神疾患を有する患者さん本人やご家族

等の当事者の QOL（生活の質）の向上に大きく貢献すると考えられます。 

 

 特記事項 
 本研究は、COCORO に参加する多数の研究機関

による多施設共同研究です（図４）。COCORO は、

国内 37 研究機関で構成されており、精神医学領

域の認知機能、脳神経画像、神経生理機能などの

中間表現型※5 と遺伝子解析を組み合わせた臨床

研究を中心に行い、さらに基礎神経分野とのトラン

スレーショナル・リサーチを推進し、精神疾患の病

因・病態を解明することにより、精神医療へ還元す

ることを目指しています。精神医学研究領域におい

て、このような多施設共同研究体制が整ったことか

ら、今後の研究のさらなる発展が期待されます。 

 

 用語解説 
※１ 大脳皮質下領域構造： 大脳の深部にある構造で、海馬、扁桃体、視床、側坐核、尾状核、被殻、淡蒼球 

      などが含まれ、系統発生的に古いとされる領域です。運動機能や記憶・情動・意欲などに関与するとされ 

【図３】各群における左右差の指標の効果量 d±標準誤差 
   淡蒼球体積について、統合失調症に特異的な左側優位を見出し

 

【図４】COCORO 概要図 



 

      ています。 

※２ 淡蒼球： 大脳皮質下領域にある大脳基底核の一つで、運動機能や、動機付け、意欲、欲求が満たされる   

       感覚に関与するとされます。 

※３ 前頭前野： ヒトで最も発達した脳領域である大脳皮質の一部であり、実行機能や意思決定等の多彩な 

機能に関係します。 

※４ MRI： Magnetic Resonance Imaging の略で、核磁気共鳴画像法と言います。磁気を利用して体内を 

     撮像し、放射線被曝がなく安全な検査装置であり、医療現場で広く利用されています。 

※５ 中間表現型： 精神疾患に特徴的な神経生物学的な表現型であり、認知機能、脳神経画像、神経生理機

    能などがあり、脳構造もその一つです。 

 

 研究支援 
この研究は、国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）の革新的技術による脳機能ネットワークの全容

解明プロジェクト（平成 27 年度より文部科学省から移管）と障害者対策総合研究事業(精神障害分野) （平成 27 年

度より厚生労働省から移管）、日本学術振興会の科学研究費補助金と新学術研究領域「包括型脳科学研究推進支

援ネットワーク」の支援により行われました。 

 

 記者発表のお知らせ 
本件に関して、１月１５日（金）午後３時から大阪大学医学部臨床研究棟９階階段横セミナー室（吹田キャンパス）

にて記者発表を行います。是非とも取材方、よろしくお願い申し上げます。 

発表者： 大阪大学大学院連合小児発達学研究科 准教授 橋本亮太 

スケジュール：  午後 3 時～午後 3 時 30 分 研究内容説明 

       午後 3 時 30 分～午後 4 時 質疑応答 

 

 本件に関する問い合わせ先 
＜研究内容に関わる件＞ 

 大阪大学大学院連合小児発達学研究科附属子どものこころの分子統御機構研究センター 

 大阪大学大学院医学系研究科情報統合医学講座精神医学教室  

 准教授 橋本亮太 （電話：06-6879-3074; E-mail: hashimor@psy.med.osaka-u.ac.jp） 

   東京大学大学院医学系研究科精神医学分野 

  教授 笠井清登 （電話：03-5800-8919; E-mail: kasaik-tky@umin.net） 

＜事業に関わる件＞ 

 日本医療研究開発機構 脳と心の研究課 （電話：03-6870-2222、E-mail：brain-pm@amed.go.jp） 

 

※このプレスリリースは、厚生労働記者会、文部科学記者会、科学記者会、日比谷クラブ、東京大学記者会、 

大阪科学・大学記者クラブへ配信させていただいております。 
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